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一般財団法人素形材センター会長賞

受 賞 者 名

開発代表者    ＵＢＥマシナリー株式会社  梅 木  賢 治 殿

共同開発者  ＵＢＥマシナリー株式会社  實 安 洋 平 殿

       ＵＢＥマシナリー株式会社  鹿 田 昌 稔 殿

       ＵＢＥマシナリー株式会社  白 石 裕 輝 殿

       ＵＢＥマシナリー株式会社  阿座上   諒 殿

       ＵＢＥマシナリー株式会社  品 田    忠 殿

開 発 技 術 名

高剛性・高充填力を有するギガキャスト用

超大型ダイカストマシンの開発

開発技術の概要

ギガキャストは、主として EV 向け部品の製造工程の効率化やコスト削減等を目

的として、数 10～100 点以上の自動車部品の一体成形に用いられる大型ダイカスト

技術である。ギガキャスト用超大型ダイカストマシンは、新興自動車メーカーの EV
生産伸張と共に海外メーカー勢が先行している。日本では輸送制限、加工設備等の

課題も多く製作困難であったが、同社は 2022 年より製作に取り組み、以下の特徴

を有する国内初のギガキャスト用超大型ダイカストマシンを開発した。

(1)高剛性型締装置の開発

国内でダイカストマシンは型締力 40,000kN までが過去最大のサイズであった

が今回、型締力 65,000kN を開発。

(2)高充填力射出装置の開発

ギガキャストは鋳造面積が大きいため、より短時間で金型内にアルミを充填可

能にする充填力の大きい射出装置を開発。充填力：143%向上、最大射出速度：

110%向上(同社比) 
(3)省エネ油圧装置の開発

ギガキャストは大型鋳造を行うため製造時の消費電力の大きさが課題。

回転数制御付きサーボポンプを搭載し大幅な省エネルギー化を実現。

初号機 UB6500iV2 を 2025 年３月に納入し、現在順次機種を展開している。ギ

ガキャスト用超大型ダイカストマシンの国内生産を進めていくことで EV 普及

に寄与し 2050 年カーボンニュートラル達成に貢献するものである。

UB6500iV2ギガキャスト用超大型ダイカストマシン

（リョービ株式会社提供）

                               高充填力射出装置
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一般財団法人素形材センター会長賞

受 賞 者 名

開発代表者    ヤマハ発動機株式会社  高 遠 将 史 殿

共同開発者  ヤマハ発動機株式会社  牧 瀬 芳 輝 殿

       ヤマハ発動機株式会社   岩 片 拓 郎 殿

       ヤマハ発動機株式会社  中 澤 剛 晶 殿

       ヤマハ発動機株式会社  杉 山 晴 彦 殿

       ヤマハ発動機株式会社  鈴 木 繁 之 殿

       株式会社協和アルテック  高 橋 竜 三 殿

開 発 技 術 名

鉄－アルミ塑性流動接合技術の開発と

パワートレイン部品への実用化

開発技術の概要

小型スクーターは新興国での効率的な移動手段として今後も需要が見込まれる。

利便性に加え、デザイン・走行・環境性能など、多様な価値観に対応した商品開発

が重要である。異材接合は製品の軽量・高機能化を可能にする技術として注目され

ており、電子制御式無段変速機「YECVT」のシーブに採用することで、従来よりも

大幅な軽量化－1.5kg(▲68％)を達成した。本技術の特徴は、金属間化合物を生成さ

せない物理的結合に基づく鉄－アルミ塑性流動接合技術であり、開発ポイントを以

下に示す。

・伸びが一般的に低いと言われているアルミダイカスト材(ADC12)で塑性流動接

合を実現した。

・量産性とリサイクル性に優れ、コスト 88％低減(アルミ展伸材比)、製造に必要

なエネルギー使用 45％低減した。

・DX を活用し、個体識別と製造条件が紐付いた品質保証体制を工程一貫で構築

した。

本技術は材質組合せの自由度が非常に高く、製品の高機能化を幅広い分野で実現

することができるため、今後も展開先を検討し、魅力ある製品を世界の顧客へ提供

していく。

同社プレミアムスクーター

「NMAX155(155cc)」

電子制御式無段変速機

「YECVT」と塑性流動接合部品

塑性流動接合概要

品質トレーサビリティ体制
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